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教
育
施
設
︵
耐
震
工
事
︶
の
発
注

済
工
事
の
進
捗
状
況
と
契
約
内
容

に
つ
い
て
は
。

教
育
次
長　

耐
震
補
強
工
事
は
、

平
成
二
十
二
年
度
繰
越
事
業
の
紫

尾
、
谷
貝
、
樺
穂
、
雨
引
、
大
国
小
学
校

の
五
校
の
屋
内
運
動
場
、
平
成
二
十
三
年

度
の
坂
戸
、
南
飯
田
、
羽
黒
、
猿
田
小
学

校
の
四
校
の
屋
内
運
動
場
、
岩
瀬
東
中
の

屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
及
び
大
規
模
改
修

工
事
を
指
名
競
争
入
札
、
ま
た
は
一
般
競

争
入
札
に
お
い
て
業
者
を
決
定
し
、
工
期

も
決
定
し
て
い
ま
す
。

会
社
の
状
況
を
調
べ
る
と
、
能
力

の
な
い
会
社
が
と
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
丸
投
げ
は
、
建
設
業
法
で
禁

止
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
。

教
育
次
長　

今
回
は
耐
震
補
強
と

い
う
こ
と
で
、
鉄
骨
部
分
は
下
請

と
判
断
し
、
丸
投
げ
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。

入
札
資
格
登
録
業
者
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

副
市
長　

現
在
、
市
内
業
者
一
〇

二
社
、
建
設
コ
ン
サ
ル
が
十
五
社
、

物
品
・
役
務
が
七
十
六
社
と
な
っ
て
い
ま

す
。
提
出
書
類
を
入
札
選
考
委
員
会
で
決

定
登
録
を
し
て
い
ま
す
。

ま
と
め

ま
と
め

　

地
場
の
業
者
に
も
留
意
し
な
が
ら
入
札

選
考
委
員
長
と
し
て
担
当
部
長
と
打
ち
合

わ
せ
て
、
業
務
を
適
正
に
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

Ｊ
Ｒ
岩
瀬
駅
舎

岩
瀬
駅
跨
線
歩
道
橋
整
備
事
業
が

あ
る
が
、
財
政
状
況
を
に
ら
ん
で
、

交
流
セ
ン
タ
ー
は
別
で
あ
ろ
う
。
維
持
費

が
か
か
る
の
で
い
か
が
な
も
の
か
。

市
長
公
室
長　

図
書
館
を
主
に
、

市
民
交
流
、
災
害
対
応
機
能
を
持

つ
複
合
施
設
と
し
て
整
備
す
れ
ば
、
相
乗

効
果
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
と
、
合
併
特

例
債
、
そ
の
他
を
活
用
し
て
、
一
般
財
源

等
の
負
担
を
軽
減
し
た
い
。
こ
の
施
設
に

つ
い
て
は
構
想
の
段
階
で
す
の
で
、
議
会

と
協
議
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

学
校
施
設
が
避
難
所
と
し
て
役
割

を
果
た
せ
る
よ
う
に
改
善
す
る
必

要
が
あ
る
。
水
や
食
料
の
備
蓄
、
簡
易
ト

イ
レ
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、
外
部
と
連

絡
を
と
る
た
め
の
情
報
通
信
整
備
、
電
力

の
確
保
︵
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
太

陽
光
パ
ネ
ル
の
利
用
︶
な
ど
、
今
後
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

教
育
次
長　

災
害
対
策
関
係
部
局

で
の
対
応
が
必
要
で
す
。
太
陽
光

発
電
施
設
を
停
電
時
に
使
用
す
る
に
は
、

一
五
〇
万
円
程
度
の
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
考
慮
を
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

市
民
生
活
部
長　

防
災
無
線
シ
ス

テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
双
方

向
の
連
絡
通
信
装
置
な
ど
、
災
害
時
で
も

連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査

現
在
桜
川
市
で
は
、
ク
レ
ア
チ
ニ

ン
検
査
︵
血
液
中
の
ク
レ
ア
チ
ニ

ン
の
数
値
か
ら
腎
臓
の
状
態
が
分
か
る
検

査
︶
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ぜ
ひ
検
査
に

加
え
て
も
ら
い
た
い
。

保
健
福
祉
部
長　

国
の
特
定
健
診

の
基
準
に
基
づ
き
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

検
査
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。
県
内
の
市

町
村
で
は
徐
々
に
増
加
し
て
お
り
、
約
半

数
の
二
十
一
市
町
村
が
実
施
し
て
い
ま

す
。
市
全
体
の
検
査
費
用
は
約
八
〇
万
円

で
す
。
追
加
す
る
か
ど
う
か
検
討
し
ま
す
。

新
中
核
病
院
建
設

市
長
は
﹁
ま
ず
検
討
委
員
会
の

テ
ー
ブ
ル
に
着
か
せ
て
ほ
し
い
﹂

と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
の
前
に
市
議
会
や

市
民
に
詳
細
を
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
。

テ
ー
ブ
ル
で
何
を
話
す
つ
も
り
な
の
か
。

市
長　

議
員
の
皆
さ
ん
方
も
心
配

し
て
い
る
よ
う
に
、
医
師
・
看
護

師
の
確
保
が
本
当
に
で
き
る
の
か
、
で
き

な
か
っ
た
と
き
に
は
不
退
転
の
決
意
で
反

対
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
と
交

渉
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
学
校
の
ト
イ
レ
の
改
善

萩原剛志 議員

川那子秀雄 議員

学
校
施
設
の

防
災
機
能
の
向
上

入
札
問
題
に
つ
い
て
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●
条
例
の
改
正

可
決

可
決

可
決

●
平
成
二
十
三
年
度
補
正
予
算

可
決

可
決

可
決

●
そ
の
他

適
任

可
決

可
決

●
議
員
提
出
議
案

可
決

●
請
願
・
陳
情

継
続

採
択

承
認

可
決

※

第
４
回
定
例
会
︵
十
二
月
十
三
日
〜
十
六
日
︶

第
１
回
臨
時
会
︵
一
月
十
九
日
︶

・ 

税
条
例
の
一
部
改
正

・ 

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・ 

下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

・ 

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
六
号
︶

・ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
二
号
︶

・ 

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
︵
第
一
号
︶

・ 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

・ 

市
の
境
界
変
更

・ 

境
界
変
更
に
伴
う
財
産
処
分
に
関
す
る
協
議

・ 

﹁
緊
急
事
態
基
本
法
﹂
の
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書

・ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
反
対
の
意
見
書
を
求
め
る
請
願

・ 

緊
急
事
態
基
本
法
の
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
関
す
る
陳
情

・ 

専
決
処
分
の
承
認
︵
税
条
例
の
一
部
改
正
︶

・ 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
の
議
決
事
項
の
変
更

※
市
の
境
界
変
更
⋯
桜
川
市
真
壁
町
源
法
寺
地
区
と
筑
西
市
上
西
郷
谷
地

区
に
て
、
農
地
の
区
画
や
道
路
・
水
路
を
整
備
す
る
土
地
改
良
事
業
を
行

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
桜
川
市
と
筑
西
市
の
境
界
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　11月２日に静岡県藤

枝市議会土地利用調査

特別委員会の萩原麻夫

委員長ほか８名が行政

視察に来庁されました。

　当議会からは相田議

長が歓迎のあいさつを

し、建設部都市整備課

職員からＩＣ周辺の整

備についての概要説明

を行いました。

　その後現地視察をし、

活発な意見交換がなさ

れました。 静岡県藤枝市との意見交換の様子


